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静岡地学第 73号(1996)

朝鮮半島の地史におこり ある

---Y onchon Group (漉Jrr系〉と SangwonSyste臨(祥原系)の地質時代~

山口貴雄*

1. Yonchon Group (漣J11系)の地質時代

現在日本で、朝鮮半島の地質に関心をもっている人は少ないと思うが、朝鮮半島の地質には多くの

おもしろい問題があり、日本の地質に関係のある点も多く存在する O 表 1は朝鮮半島中部の始生代@

原生代、古生代の地質系を Geologyof Korea (1987) r S Jによるものを左側に、戦前の日本人地質学

者の研究による地質系統(立岩、 1981に一部加筆)を右側に並べて示しである O 図 1はその分布区域

である O 図 1の r1は本来の漣Jr!系であるが、 GeologicalMap of Korea (1987) (N]に従うと Imjin

Group (臨津系)とされ、地質時代は Devonianである O これまで漣JI!系は始生代とされていた(表 1

右)ので、これは大変革であって、他の変成岩の扱い方に強いインパクトを与えるものである O しか

i叩四一一寸一一一寸官 r一寸

d 岡修t，

国仁左閣は轄鮮半島における主な吉い地質系の分布区域(Geologyof Korea (1987)の地震図による)

g.各種片蘇岩。 r1.本来の漣川系、 Geological of KoreaではImjinGroup 

r 2 . Geology of Kor・切によるYonchon Group (漣}I[系人!日日本名誌上水陽系(")m .1Ylacholl-

Y ong Supergroup (摩天嶺系)0 s. Sangwon System (祥原系)0 c. Chonson 

、Y.01王chonGroup(沃Jfl系)、点線以商は y

右図は主要都市

1 . Shinuiju (新義州、 2. Pyongan (平壌入 3.Sangwon (祥原)、 4.Kinchon(金}f[)、

5 . Seoul (京城)、 6. Yonchon (謹JI [)、 7. Wonsan (元山)、 8. Chongson (鏡域)、合 .Pusan

(釜山)、己は菌 4

* 1941~1645 平 413-03 901-62 

27 



地質時代 Geology of Korea r S] (1987) 
!日日

(1981)に一部加筆

Permian 
Pyongan Supergroup 

Carboniferous 

(Great Hiatus) 
Devonian hnjin Group (r 1) 

Silurian Hoedongri Formation 
宅

S
A

• 
令

E
A

Ordovician 
Choson Supergroup y 朝鮮系

Cambrian 

Y onchon Group (r 2)、SangwonSystem 祥原系

Proterozoic 

Archeozoic 

r 1は図 l、
yは図 l中

Macholl-Yong Supergroup 

7gnelss groups 

r 2は図 1中
Okchon (沃JI/)Group 

漣}I[系。沃}I[系、上水陽系

は上水陽系

し、その芽は、公表されたものでは、すでに 1951年の筆者の論文にある(山口、 1951)0筆者は

1940~1945 年の期間 (1940 年は筆者の東大卒論)、漣J 11系の本体(図 1" 2の中の r1) とその北

する祥原系を調査し、その結果を図 4のようにまとめた。その中で筆者は、漣}I[系の本体が始生代で

あるという地質上の証拠はないと主張し、漣川系の北に接する祥原系の中にシノレル紀の化石、 Mono幽

gra.βtusとCyprideaが発見されたことを記した。実は、これらの化石の産地

し、付近の地質断面図(図 5)をつけたかったのであるが、これは

きさつがある O それ故いまは、漣j[[系本体はデボン紀であるということは

したというい

は考える O こ

こで、 Yonchon Group (漣j[[系)の本体の留上でのあらわし方に、図 2、図 3、図 4にくいちがいが

あることがわかるが、いまこれについて検討することはやめる O しかし、これらに共通していること

は、この高度の変成度をもっ地質系が始生代ではなく、ず、っと後のデボン紀である可能性が大きいと

した MiddlePaleozoicのGreatHiatus、

ようになっていた)という概念にその撤回をせま

していることである O このことは、

とも 1940~50

ることになる(本論後半に

また、岩質、見た感じ

O 

と、次のようになる O

" Y onchon Group'"…鉱物成分からみると飛騨変成岩に似ている O

.. Sangwon System....一千枚岩を主体とし、全般的に単調である点、日本の外帯古生層に酷似する O

.. Choson Supergroup..... .Sangwon Systemに見た目には似ているが、三葉虫等の化石を産する O

" Pyongan Supergroup"一一傾斜はゆるく、乱され方も低い。無煙炭乙比;7.""¥i 明 仇 山 10

.. Hoedongri Formation....一分布範囲はせまし図 1右図の 8、Chongson近くにだけ知られてい

るO 日本のシルノレ系と規模が同じような感じである01979年代に、持層に産するコノドントによっ
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国 2. 18漣J11系本噂(r1)付近の地震状況、 Geol-

ogy of korea (1987) (S)による。

r1. I日漣川系の本体。 GeologicalMap of 

Korea (1987) [N]によるIn1jinGroup (臨

るo r' 1. Y onchon Group， 

s. Sangwon System、g. 

gl.アルカリ関長岩、 gz・典型的な花こう

A.関 4

てそ

ことカまある O

o 1935 年~1941

日 はほとん

となっている O

.. Macholl-Y ong Supergroup...... 

国 3.I日漣J11系本体の村近の地質状況、 Geologi“

cal Map of Korea (1987) N)による

1 .片麻岩、 2.アノレカリ閃長岩、 3.San欄

gwon System、 4.Vendian" 5. 6 . 

ヴォン紀層 (ImjinιSystem、臨津系)、 7.

8.花こう岩、 9. Cholwon (鉄

、10.Yonchon (漣}!I)、 11.Ichon 

}I1)、 12.停戦ライン、 A.関 4

に日 したこの近く

ら いタイ って、

.. Okchon Group'"一緑色片岩と ラニュライト もつO

2. Sangwon System (祥原系)

1944年秋、民 4の中の XafP 

これは、

された化石と

つに。この

もち、日本にはこういう併

、日本の三波}!f変成岩と

によっ 々
パ
」

2 

は し)iJ雪、 まし しユ しユ もの るO の l号76)に

いて、このシノレル紀化 につい の をくりかえし している p 

387~388)o のス ツ と

るZittel(1913、 Geology) S 、 7)0 
、 ア

争) について Gと of (1987)、 に丸一

まっ 号iさ いるの 、 ょう り るO
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Sangwon I Lower 
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縄鎗為錦町崎明峨坤倫軸 組時 像情
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Yonch∞ Group 区e
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Sa 
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gl 

働側岬 綱帽. ..-
敏匂崎 駒嶋 句協輔珍匂許峨晦 e問

Z 

J 
.... 噌，... 

(山口、 1951)

ム花こう

層理面の傾斜はすべて南方向、地磨は南が新しい。

Chikyon (直呪)統

sandangu(洞堂偶)統

Kukyon (駒呪)統

v vはChungarionRift Valley、!日日本名は京城元山地溝帯、 XaはMonogアゆtusとCyprideαの産

出地点、 Xbはシルル紀化石の産出地点(推定)、 rはYonchon(漣Jll)、 P1 P2は国 5の断面線。

1 .立岩巌(1976) のP345、第 98

2のように るO この点、については、 (1986) の出版まえに となく話し合いをい

ただいたのであるが、ついに誤解がとくにいたらなかった、といういきさつがある O

2. Geology of Korea[ S] (1987) のp82下段の部分の訂正
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奔匂ア民地

国5.シルル紀化石産地付近の麗序断面図(函ヰのPI-P2線)

R.漣)I[系Y帯、 Sy.u.祥原系上部。 Sy.m.祥原系中部、 p.十校君、 pg.

1 珪岩、 s 砂岩、 ι石灰岩、 c.Cy戸idea、M.Monograptus. 

2 山口(1951)の訂正

i i郡兎山付近の九山居(山口、 1ヲ51)

千枚岩 (300m) 

(50 m)、Cypridea?の1種
千枚岩 (100m)、

合醸千枚岩 (120m) 

(501n) 

千枚岩(数 100m) 

[1郡兎山付近の駒呪統(山口、 1996)

駒暁統

100 m) 
相堂隅統

一.Yamaguchi reported th己 occurrenceof Silurian genera M onograjうtusand Cyjうrideafrom 

the bed of the which crops out in amj ongri 

between Shipyongri and Kumchon， Hwanghae-do.... 

アンダーラインを号iいた所は、記されている地名からも、図 2からも、

gwon System (祥原系の中部)となるので訂正する O

は MiddleSarト

また、

れたという

るという

分ある)、

はあるが、国 4

るO また、中

もある O このシ

けでなく、中

即ち、今まではごく

は予感するのである O

のXb地点付近の SangwonSystemに、シルル紀の化石が発見さ

(図 l参照)にも同じようなシルノレ紀問題が起きでい

Sangwon System 

は日本にも、

シルルーデポン紀が、

31 

に拡がって行くと(その可能性は充

きな変化が起きることになろう O

となる
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FIG. l429. 

Cypγidecるwαldensis
Sowb. WealdAn; Oberω 
kirch-en， Hanover. 15/1・/。凶野色

思7. Cypridea 

a 産出した化石のスケッチ、 1は上から、

2は横から観察、 b. はTextbookof 

Geology， Zittel (1913) による O

D 

む‘'‘F

.lt 

FIO. 193 . 

.A， C， :M onogr，α.ptus p1・iodon
(BrOllU). 8i1urian (おもお.geE)i 
Pra.gue. A， Rhabdo8oma， 
お&七nralsize. 13， Longiもudinal
怒ection，enlar喜怒ι C， Dorsal 
終spec七， enlarged. D， Mono僧

gr，α1JtuS bohemicu8 Barr. 8ame 
localiもy.α，Virgula ; c， Corrト
mon canal; th， Thecae; x， 
溜x七ernal aperもure (after 
Barrande). 

国 6. Monograptus 

a 産出した化石のスケツ

b. Textbook of Geology， Zittel (1913) 

による O
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